
コミュニティ・スクールとは、 

学校運営協議会を設置した学校のことです。 

 

学校運営協議会は、保護者の代表、地域の代表、学校

教職員や学校に関わる様々な立場の方が委員となっ

ています。学校運営や教育活動の支援に関すること

について協議し、学校と地域が一緒に考え、活動でき

るように働きかけていきます。 

 

地域学校協働本部は、保護者や、地域の方、 

地域の様々な団体などが、子どもたちの 

学びの支援や、学びの環境づくりのために 

実際に学校と一緒に活動していくための 

組織です。 

各学校の地域学校協働活動推進員が活動やネット

ワークの窓口になります。様々な活動をとおして、ゆ

るやかな地域のネットワークを築いていきます。 

 

 

 

 令和４年４月から、我孫子市内全小中学校１９校でコミュニティ・スクールがスタートし

ました。今回は、ここまでの市内学校運営協議会に関する取組についてお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度我孫子市学校運営協議会委員任命式 

 

  令和４年４月１３日に、第１期となる学校運営協議会委員の任命式が行われました。学校

運営協議会設置年度となる今期は、市内で１６９名の学校運営協議会委員が、我孫子市学校

運営協議会規則に基づき我孫子市教育委員会より任命されました。 

当日は、学校運営協議会制度や委員の役割についての研修も行われました。 

 

 

 

 

保護者 地域の方 PTA おやじの会 

自治会 消防団 市民活動団体  

まちづくり協議会 社会福祉協議会 高校 

大学 NPO法人 企業 事業所 等 

学校運営協議会 

目標やビジョンを共有し、当

事者として学校運営に参画 

コミュニティ・スクールとは？ 

「地域学校協働本部」は、このような立場の方が活動することを想定しています。学校運営協議会委員の

皆さんをはじめ、すでに一緒に活動してくださっている方もたくさんいます。 
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地域学校協働本部 

目標やビジョンにそって 

地域学校協働活動を実施 



令和４年度第１回学校運営協議会会議 
                           

令和４年４月から５月にかけて、各小中学校で第１回学校運営協議会会議が開催されまし

た。第１回では、学校運営協議会の大きな役割の１つ、学校運営の基本方針と、小中一貫教

育基本方針（中学校区小中一貫教育グランドデザイン）の承認が行われました。 

 また、委員それぞれの立場から、各学校や地域でどんなことが課題となっているか、子ど

もたちのためにどんなことができそうかなど、意見交換が行われたところが多くありました。 

 

 

 

 

 

※すでに、６月以降、第２回会議を開催している学校もあります。今後は、承認された各

方針に沿って学校運営や教育活動の支援に関することについて協議を行っていきます。 

 

 

学校運営協議会委員・地域学校協働活動推進員の活動 

 

学校運営協議会は、学校職員だけでなく、委員それぞれが役割を分担し運営していくもの

です。具体的には、会議の記録や広報紙作成などの事務、委員間の連絡・調整、地域学校協

働活動推進員と協力しながらそれぞれの立場を生かした連携・協働への働きかけなどです。

今年度に入ってからの、市内小中学校の実践を紹介します。 

【会議中に PCで記録を作成】      【コミュニティ・スクールだよりの作成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづくり協議会との打ち合わせ】 

 

 

 

                   

 

 

 

学校運営協議会の運営にあたっては、会議記録の作成

や広報紙作成の作業を分担する、また委員間の連絡・調整

をメールやアプリ等を活用して簡略化するなど、お互いの

負担をできるだけ少なくすることも大切です。 


